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要 約

8カ月齢ホルスタイン種乳牛が起立不能を呈した.右下顎リンパ節相当部に腫癌を認めたため，午白血病を疑い血液

検査および針吸引細胞診を実施したが，確定診断に至らなかった.病理解剖においては，環椎およひ澗椎にも腫痛が存

在し脊髄を圧迫していた.病理組織学的に，腫蕩細胞はBLA-36抗原陽性であり.B細胞性リンパ腫と診断した.BLV 

抗体は険性であった.これらのことから，本症例は非定型若齢牛の散発性牛白血病と考えられた.

一一キーワード 非定型，散発性牛白血病，起立不能.

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一日獣会誌 63. 355 -358 (2010) 

牛白血病は，牛白血病ウイルス (BLV)による地方病

性と原岡不明の散発性に分類され，多くは牛白血病ウイ

ルス感染による地方病性である [1-4].牛白血病の典型

的な所見として体表リンパ節腫脹や末梢血液中への異型

リンパ球出現を伴うリンパ球数著増が認められることが

多く，それらの所見が本疾患の臨床診断における一助と

なる [1-4J 特に若齢牛にみられる牛白血病として，子

牛型では2-6カ月齢での発生，左右対称性の体表リン

パ節腫大，呼吸困難が，また胸腺型では頚部胸腺の高度

腫大，体表リンパ節の腫大が特徴的である [5-7J. しか

しながら，牛白血病症例にこれらの所見が認められない

場合には臨床的な確定診断は困難となる [8J.今回，起

立不能を呈した8カ月齢の育成牛において，定型的な牛

白血病の臨床像が得られず，病理解剖において増殖した

腫蕩組織による脊髄圧迫が確認された散発性牛白血病の

1症例に遭遇したので，その概要を報告する.

症 例

症例は北海道十勝管内で飼養されていた8カ月齢のホ

ルスタイン種乳牛で，起立不能の菓告で診察依頼があっ

た(第1病日).初診時，体温37.5t.心拍数160/分，

心音不整.n市普粗励，右下顎部に手拳大硬結腫癌を触知
L.オキシテトラサイクリン，ブドウ糖および等張リン

T連絡責任者猪熊毒(帯広畜産大学畜産学部)

ゲルによる加療を行った.第2病日には自力起立可能で

あったが体温が39.8tに上昇したため，解熱鎮痛剤を

投与した.第2病日の血液検査では分業好中球の増加を

認めた.第3病日に一般状態の改善を認めたため経過観

察となったが，第9病日ふたたび起立不能となり，予後

不良と診断され，第13病日に帯広畜産大学に搬入され

た.

搬入時には，体温39.6t.心拍数104/分，呼吸数

24/分，後躯の脱力および前肢のナックリングがみられ

表1 血液および血液生化学所見(第13病日)

RBC 6.1 x 10' 1，μi AST 57 UII 

Hb 且7g/dl ALP 360 UII 

PCV 24.9 % y-GTP 17 UII 

MCV 40.0 fl LDH 1.140 UII 
MCH 14.1 pg CK 344 UII 

MCHC 34.9 g/dl Ca 10.2 mg/dl 

Platelet 86.5XlO' 1，μl P 6.3 mg/dl 

WBC 5.900 1，μl Mg 2.1 mg/dl 

Sta ]]8/.μl TP 6.6 g/dl 

Seg 1.239 1，μl Alb 44.6 % 
Lym 4.425 1，μl αglob 18.3 % 
Mon ]]8/.μl s-glob 13.5 % 
Eos 。/μl y-glob 23.6 % 
Bas 。/μl A!G 0.81 

〒080-8555 帯広市稲田町西2線11 ft. FAX 0155-49-5370 E-mai1: inokuma曲obihiro.ac.jp

355 日獣会誌 63 355 -358 (2010) 



起立不能を草 した非定~i牛白 Ifll柄の l 例

相

• 

1~ll 右下顎リノパi市相当部の服制占Ilffii 壊死巣 (矢印)
が複数認められる

liil2 第8胸椎脊柱管内に脊髄を圧迫するように存在した

腫樹 (矢印).

1:!13 右下顎リンパ節相当部の腿府組織像随絹は高度の結合組織地生を伴うリンパ1R様服務細胞の多結節状充実性m殖
からなっていた(A:HE染色 Bar ~ 100μm) 腿蕩細胞は軽度~中等皮の大小不同を呈する1Ij円形~多角形核と

少量の細胞質を有しており，イJ糸分裂像も多数みられた (B: HE染色 Bar = 25μm) 

起立不能であった 右下顎部には直径約10cm大の破結

感を有する腫婚を2個触知した 1fllil~検査では小球性正

色素性itltllが認められたが，白血球数およびリンパ球数

には典'i;~' は認められなかった. また拠型リンパ球の出現

もなかった.生化学検査ではALPの噌加lを認めたが，

その他の項目に異常は認められなかった (表J) 下新部

腿紺がリンパ節相当部位であったため，牛白血病による

リンパ節腕大の可能也も考慮して針吸引生検を笑施した

が，回収される細胞成分が少なく維症診断には至らなか

った牛白血病診断m抗原 (鮒北盟研究所，埼玉)をJfI
いたゲル内沈降反応試験では， BLV抗体陰性であった

病理解剖および病理組織学所見

都19病日にキシラジン (スキルベ ン2%注射液，

骨1jインタ ベヅト，茨城)とチア ミラールナトリウム

(イソゾール，日医工側，沼山)を川いた深麻酔下.飽

和塩化カリウム溶液急速静脈内投与による安楽殺を行っ

た
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病理解剖では，右下顎リンパ節相当部に 17x 9 x 

7cmおよび8x 6 x 4cm大の磁結!蓄を有した11ifi捕を認

めた 制面はやや且.¥Iftlを惜びた賞制色髄械で，石灰化し

た結合織により分設され，直径0.5-1.5cmの前白色壊

死巣を数カ所で認めた ()冨J) さらに，第2・3・6・

7 . 8胸椎の脊柱管内，環椎および胸維椎体下部の数カ

所などに貰褐色11ifi摘が脊髄を圧迫するように存者Eしてい

た (図2) 左右の第 5-10肋 'l~ 胸肢仰lの数カ所では賞

制色膨陸部がti表ltJiに付着するように存在し， 一古)¥1']-朕

反応を伴っていた また，肝臓および111静脈壁において

直径0.5-Icm大の乳白色髄械のIJiI)jf討を数カ所秘めた.

その他の主要リンパ節の腕大は認められなかった

病理組織学的検索では，右下顎リンパ節相当部のlJifi摘

は1'-";1.止に結合組織t間生を伴うリンパ球機11重傷細胞の多結

節状充実性増殖からなり，リンパ節構造は認められなか

っ た (図 3A) . また，多くの胞~1!i結節では』重~î~紺|胞は広

範にJï~死に陥っていた 腫蕩細胞は，軽度一中等皮の大

小不同を呈する類円形~多角形核と少誌の細胞質を有し
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ており，有糸分裂像も多数みられた(図3B).椎体内，

椎体下部，肋骨表層，肝臓および肝静脈壁腫療も同様の

腫蕩細胞の充実性増殖からなっていた.また，左側の下

顎リンパ節では，同様の腫蕩細胞がリンパ節構造を置換

するようにぴ漫性に増殖し，リンパ節周囲にもみさな腫

蕩結節が形成されていた両側の浅頚リンパ節では，一

部の皮質領域で腫蕩細胞増殖巣が認められたが，リンパ

節構造はおおむね保持されていた.

脊柱管内腫蕩組織により圧迫を受けていた部位および

近傍の脊髄神経根と脊髄白質では軸索変性が認められ

た.

腫蕩細胞は免疫染色 (ENVISION+ポリマ一法，ダ

コ・ジャパン附，東京)によりT細胞マーカーである抗

CD3ウサギポリクローナル抗体(ダコ・ジャパン鮒，

東京)に陰性で， B細胞マーカーである抗BLA-36'7ウ

スモノクローナル抗体 (BiogeJ.lesis，U.S.A.)に陽性

であった.

考 察

本症例はBLA-36陽性のB細胞性リンパ腫で， BLV 

抗体陰性かつ8カ月齢であることから，若齢牛の散発性

午白血病，特にYinら [9Jの提唱する子牛型B細胞リ

ンパ腫 [10Jであると考えられた.しかし，これまで報

告されている一般的な若齢牛の散発性牛白血病の特徴の

一つである体表リンパ節腫大の程度が小さく，非定型牛

白血病症例と恩われた [5-7J.

本症例では，臨床的に後躯の脱力および前肢のナック

リングによる起立不能を認めたことから，脊髄疾患が考

えられた.右下顎リンパ節相当部に腫癒を認めたことか

ら，原疾患として牛白血病を鑑別診断として考慮した

が，本症例ではその他のリンパ節腫大を認めず，またリ

ンパ球増多症ならびに末梢血への異型リンパ球出現がみ

られなかった.さらに右下顎部腫楢の針吸引試験では，

複数回の吸引にもかかわらず，細胞成分が少なく，確定

診断に至らなかった.病理解剖により右下顎部腫癌は腫

蕩化したリンパ節であることが明らかとなったが，その

割面には壊死巣が散在して認められたことから，針吸引

生検の際には壊死部を穿刺しており，腫蕩細胞が採取で

きなかったものと考えられた.針吸引生検では異なる部

位や方向からの複数回の穿刺が必要であり，また腫癌が

硬結感を有する場合には壊死部の存在を考慮する必要が

あると恩われた.

牛白血病症例ではLDH活性，特にLDH2および3分

画の有意な上昇が報告されている [11，121.しかし，本

症例ではLDH活性の上昇がみられなかった.この原因

は不明であるが，リンパ球増多症がみられず，リンパ節

腫大の程度が小さいことと関連している可能性が考えら

れた
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牛白血病の腫蕩細胞は心臓，腎臓，肝臓，消化管など

さまざまな臓器に浸潤し，浸潤臓器および程度により多

彩な臨床症状を示す口-61.牛白血病症例における起立

不能は，胸健から腰仙部にかけての脊髄硬膜，脊髄神経

根，あるいは椎体骨膜下においてリンパ組織の腫蕩性増

殖浸潤が起こることで脊髄が圧迫され，後肢に麻痔がお

こる結果であることが多い [13-20J.特に若齢牛でみ

られる牛白血病では脊髄近傍での腫蕩組織の増殖が多発

することが報告されている [13，14J.本症例は椎体表

面に浸潤した腫癌が環椎および胸椎で脊髄を圧迫し，脊

髄神経根および脊髄背索に軸索変性を生じたために，前

肢のナックリングおよび後躯脱力を引き起こし，起立不

能を呈したと考えられた.また，本症例では全身のリン

パ節腫大が生じる前に脊髄部への腫癒形成がより早期に

進行したため非定型的な所見を呈した可能性もあると息

われた.

若齢牛の起立不能症では，体表リンパ節の腫大，リン

パ球増多症，末梢血への異型リンパ球出現等の定型症状

がみられなくとも，牛白血病の発症によって形成される

腫癌の脊髄圧迫による起立不能を考慮すべきであること

が再確認された.

本症例報告の一部は帯広畜産大学と十勝農業共済組合の共同

研究とLて実施された.また，本症例報告の一部は帯広苔産大

学教育研究改革改善プロジェクト経費の援助を受けた.
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AtypicaI Sporadic Bovine Leukosis with Astasia in a HoIstein Heifer 

Yuuki MATSUYAMAへTomoakiMURAKAMI， Tetsu OHBAYASHI， Yoshiyasu KOBAYASHI， 
Kotaro MATSUMOTO， Takane MATSUI and Hisashi INOKUMA' 

* Obihiro Unive悶ity01 Agriculture and Veterinary Medicine， lnada， Obihiro， 080-8555，lapan 
SUMMARY 

Ao 8-month-old Holstein heifer presented with difficulty in standing. Bovine leukosis was suspected because 
of the enlargement of the right mandibular lymph node; however， this could not be confirmed by fine needle 
aspiration of the lymph node and blood examination. A postmortem examination revealed that neoplastic mass 

es compressed the spinal cord and nerves at the at1as and thoratic vertebra. A histopathological examination 
revealed the mass to be B-celllymphoma based on BLA-36 positivity， but antibodies against bovine leukemia 
virus were not detected. The case was diagnosed as an atypical sporadic type of bovine leukosis. 

Key words : atypical form， sporadic bovine leukosis， astasia 
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